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黙
と
う
の
お
願
い

　
平
成
20
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
か
ら
14
年
を
迎
え
る
６
月
14
日
、

犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
た
め
、
黙
と
う
を

行
い
ま
す
。

　
合
図
と
し
て
、
防
災
行
政
無
線

で
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
14
日（
火
）

　
午
前
８
時
43
分
か
ら
30
秒
間

　
総
務
部
総
務
課☎（

22
）１
１
２
２

令
和
４
年
度
栗
原
市

総
合
防
災
訓
練

　
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
な
ど
の

経
験
と
記
憶
を
後
世
に
伝
え
、
大

規
模
自
然
災
害
に
つ
い
て
の
認
識

を
深
め
る
と
と
も
に
、
防
災
・
減

災
を
目
的
と
し
て
、
総
合
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
12
日（
日
）

　
午
前
８
時
43
分
〜

●
場
所
　
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン

ド
栗
駒

市
民
自
主
避
難
訓
練

　
総
合
防
災
訓
練
に
併
せ
て
、
市

民
自
主
避
難
訓
練
も
実
施
し
ま
す
。

訓
練
の
開
始
は
、
防
災
行
政
無
線

や
安
全
安
心
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
そ
の
場
に
し
ゃ
が
む
、

物
に
つ
か
ま
る
な
ど
各
自
で
身
の

安
全
を
確
保
し
た
後
、
経
路
を
確

認
し
な
が
ら
避
難
場
所
へ
移
動
す

る
訓
練
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

自
主
訓
練
の
際
は
、
マ
ス
ク
着
用
、
手

指
消
毒
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
対
策
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

令
和
４
年
第
３
回
栗
原
市

議
会
定
例
会

　
次
の
と
お
り
議
会
定
例
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、傍
聴
は
席

数
を
減
ら
し
て
受
け
付
け
し
ま
す
。

●
日
程
・
内
容

□
６
月
14
日（
火
）本
会
議
　
会

期
の
決
定
、
議
案
の
提
案
理

由
説
明
な
ど

□
21
日（
火
）〜
23
日（
木
）本
会

　
議
　
一
般
質
問（
個
人
質
問
）

□
24
日（
金
）本
会
議
　
一
般
質

問（
個
人
質
問
）、
議
案
の
総

括
質
疑
な
ど

□
27
日（
月
）各
常
任
委
員
会
・

分
科
会
　
付
託
議
案
審
査

□
28
日（
火
）本
会
議
　
各
常
任

委
員
会
等
委
員
長
報
告
、
質

疑
、
討
論
、
採
決
な
ど

※

土
・
日
曜
日
は
休
会

※

一
般
質
問
や
議
案
の
件
数
に
よ
っ
て
、

会
期
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
開
会
時
間
　
午
前
10
時
〜

※

６
月
14
日（
火
）、28
日（
火
）は
、
午

後
１
時
30
分
開
会

●
場
所
　
市
役
所
４
階
　
議
場

●
傍
聴
　
席
数
12
席

※

車
い
す
で
傍
聴
で
き
ま
す
。

※

マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
請
願
・
陳
情
の
提
出
　
本
定
例

会
で
審
査
す
る
請
願
ま
た
は
、

紹
介
す
る
陳
情
は
、
６
月
23
日

　（
木
）正
午
ま
で
に
議
会
事
務
局

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

議
会
中
継
の
視
聴
方
法

　
本
会
議
の
中
継
は
、
本
庁
舎
お

よ
び
各
総
合
支
所
の
テ
レ
ビ
で
視

聴
で
き
る
他
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、タ
ブ
レ
ッ
ト
で
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
議
会
情
報
か
ら
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
視
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　 https://sm

art.discuss
vision.net/sm

art/tenant/kuri
hara/W

ebView
/rd/council_1.

htm
l

　
議
会
事
務
局

☎（
22
）１
１
７
０

６
月
は
土
砂
災
害
防
止

月
間

　
６
月
は
降
雨
に
よ
る
土
砂
災
害

が
多
い
時
期
で
す
。
次
の
情
報
な

ど
を
活
用
し
、
家
族
や
地
域
で
の

自
主
的
な
防
災
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
県
土
木
部
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
県
内
の
河
川
・
砂
防
の
情
報

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
公
開

　
　
　 https://w

w
w

.doboku
sougou.pref.m

iyagi.jp/m
iyagi/

servlet/G
am

en30Servlet

●
県
砂
防
総
合
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
危
険
箇
所
の
土
砂
災
害
発
生

関
連
情
報
を
提
供
し
、
早
期
避

難
や
警
戒
避
難
体
制
を
支
援

　
　
　 https://w

w
w

.doshasai
gai.pref.m

iyagi.jp/m
idski/

●
県
河
川
流
域
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　
県
内
の
雨
量
や
河
川
の
水
位

お
よ
び
ダ
ム
の
各
種
情
報
を
提

供
し
、
大
雨
洪
水
時
の
警
報
や

警
戒
態
勢
情
報
を
伝
達

　
　
　 https://www.dobokusou

gou.pref.miyagi.jp/miyagi/servlet/
Gamen1Servlet

　
建
設
部
建
設
課☎（

22
）１
１
５
２

防
災
情
報
の
収
集

　
災
害
情
報
を
は
じ
め
と
し
た
各

種
行
政
情
報
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

●
市
の
情
報
媒
体
　
日
頃
か
ら
各

情
報
媒
体
を
利
用
し
て
情
報
収

集
を
心
掛
け
、
避
難
行
動
な
ど

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

※

安
全
安
心
メ
ー
ル
は
、
事
前
に
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
が
必
要
で
す
。

※

市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
か
ら
、
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
、
友
達
追
加
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
栗
原
市
防
災
行
政
無
線
電
話
応

答
サ
ー
ビ
ス
　
防
災
行
政
無
線

の
放
送
内
容
を
電
話
で
確
認
で

き
ま
す
。

　
０
１
２
０（
380
）６
１
４

●
気
象
の
情
報
　
注
意
報
・
警
報

や
危
険
度
分
布（
キ
キ
ク
ル
）に

つ
い
て
は
、
気
象
庁
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　   https://w

w
w

.jm
a.go.

jp/jm
a/index.htm

l

　
総
務
部
危
機
対
策
課

  

☎（
22
）１
１
４
９

道
路
・
水
路
の
適
正

管
理
に
協
力
を

　
市
が
管
理
す
る
法
定
外
公
共
物

（
道
路
や
水
路
）を
、
市
か
ら
の
許

可
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
構
造
物

設
置
や
耕
作
な
ど
私
的
に
使
用
す

る
こ
と
は
、
市
の「
公
共
物
等
管

理
条
例
」に
違
反
す
る
行
為
で
す
。

不
法
占
拠
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　
構
造
物
設
置
な
ど
で
道
路
や
水

路
を
使
用
す
る
際
は
、事
前
に
問
い

合
わ
せ
先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
建
設
部
建
設
課☎（

22
）１
１
５
２

下
水
道
を
利
用
す
る

皆
さ
ん
へ

　
調
理
後
の
廃
油
を
下
水
道
管
へ

多
量
に
流
す
と
、
管
内
で
固
ま
っ

て
詰
ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
油

脂
は
新
聞
紙
に
吸
収
さ
せ
る
か
、

処
理
袋
や
処
理
剤
を
利
用
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
飲
食
店
や
油
を
多
く
使
用
す
る

事
業
者
は
、
阻
集
器（
グ
リ
ー
ス

ト
ラ
ッ
プ
な
ど
）を
定
期
的
に
点

検
、
清
掃
し
、
油
脂
が
流
れ
出
な

い
よ
う
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ト
イ
レ
に
は
、ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
以
外
は
絶
対
に
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　
上
下
水
道
部
施
設
課

☎（
42
）１
１
３
３

　
栗
駒
山
麓
を
中
心
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
、
平
成
20

年
６
月
14
日
の
岩
手
・
宮
城
内

陸
地
震
発
生
か
ら
今
年
で
14
年

と
な
り
ま
す
。
地
震
発
生
以
降
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
さ
ま
に
、
改
め
て
感

謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
地
震
を
忘
れ
な
い
た
め

に
、
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の

活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。
家
族

で
学
べ
る
防
災
・
減
災
教
育
の

場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
、
栗

駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー
は
、
小
・
中
学
生
の

子
ど
も
た
ち
を
は
じ
め
、
多
く

の
人
に
来
場
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
と
の
思
い
か
ら
、
栗
駒
山
麓

ジ
オ
パ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

賛
同
い
た
だ
い
た
企
業
さ
ま
か

ら「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」と

し
て
寄
付
を
頂
戴
し
、タ
ブ
レ
ッ

ト
で
学
べ
る
ジ
オ
読
本
の
デ
ジ

タ
ル
版
の
作
成
や
、同
セ
ン
タ
ー

の
企
画
展
示
な
ど
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
世

代
に「
豊
か
な 

美
し
い 

く
り
は

ら
」を
つ
な
ぐ
た
め
、
活
動
の
柱

で
あ
る「
保
全
・
教
育
・
持
続
可

能
な
開
発
」に
関
連
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
皆
さ
ま
も
栗
原
の
美
し

い
自
然
や
歴
史
、
文
化
に
触
れ

な
が
ら
、ご
家
族
で
改
め
て
自
然

災
害
と
の
共
生
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

次
代
へ
継
承
す
る
た
め
に

そ  

し
ゅ
う  

き

▲小学校でのジオパーク学習

　
か
つ
て
、
雨
の
日
が
続
く
季
節

に
活
躍
し
た
の
は
、
み
の
と
呼
ば

れ
る
雨
具
で
し
た
。
現
在
、
そ
の

役
割
は
レ
イ
ン
コ
ー
ト
に
変
わ
っ

た
も
の
の
、中
国
か
ら
技
が
伝
わ
っ

て
以
来
、
千
年
以
上
使
用
さ
れ
て

き
た
民
具
で
す
。

　
み
の
は
全
国
各
地
に
存
在
し
、

共
通
す
る
用
途
は
雨
・
雪
よ
け
で

す
が
、
日
よ
け
や
防
寒
に
も
使
う

他
、
荷
物
を
背
負
う
の
に
使
っ
た

り
、
野
外
で
座
る
と
き
の
敷
き
物

に
し
た
り
と
万
能
で
、
人
々
の
生

活
に
身
近
な
も
の
で
し
た
。
材
料

は
、
わ
ら
、
か
や
、
ま
こ
も
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
、
し
ゅ
ろ
の
茎
葉
や
、

藤
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
つ
る
皮
で
編

む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
東
北
の
み
の
は
立
派
な
も
の
が

多
く
、
多
雪
で
み
の
を
必
要
と
す

る
機
会
が
多
い
こ
と
と
、
長
い
冬

の
手
仕
事
と
し
て
制
作
の
時
間
が

十
分
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
影
響
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
あ
る
素
材
で
、
用
途
に

適
し
た
形
で
作
ら
れ
て
い
る
み
の

は
、
呼
称
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
栗

原
で
は「
ト
バ
ケ
ラ
」、「
ケ
ラ
」と

呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
く
、
み
の
が

持
つ
多
く
の
名
称
の
中
で
最
も
古

い
も
の
で
す
。

　
市
内
の
ケ
ラ
は
、
ほ
と
ん
ど
が

わ
ら
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
背
中

の
部
分
を
編
み
放
し
て
雨
の
流
れ

を
工
夫
し
て
あ
る
も
の
や
、
ご
ざ

の
よ
う
な
平
た
い
形
で
熱
が
こ
も

ら
な
い
作
り
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
生
活
の
中
で
実
際
に
使
用
し
な

く
な
っ
て
か
ら
も
、
壁
飾
り
と
し

て
制
作
す
る
な
ど
、
地
域
で
も
長

く
大
切
に
さ
れ
て
き
た
民
具
で
す
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

み
の（
ケ
ラ
）

202 市
内
の
文
化
財
散
策

種
　
　
別
　
民
具

▲壁飾り用のみのと笠 ▲みの（ケラ）

栗原市
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